
授業改善のポイント 第６学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜体験・見学場所＞  ＜     文中のキーワード     ＞  ＜  考えられるコースの例  ＞ 

１年生教室 保育園や幼稚園にないものがたくさん 学習わくわくコース 

理科室 めずらしい標本や人体模型 学習わくわくコース 

音楽室 楽器があり、試しにさわることができる 

有名な音楽家の絵 

学習わくわくコース 

屋上 ながめのよい場所。遠くの山や川もよく見える おすすめの景色コース 

子ども池 ザリガニや小さな魚をつかまえることができる 

草遊びができる 

晴れた日は、水面がきれい 

おすすめ遊びコース 

学校行事紹介コース 

おすすめの景色コース 

体を動かそうコース 

グラウンド 広いグラウンド 

ブランコやジャングルジム、すべり台などの遊具

もある 

学習わくわくコース 

おすすめ遊びコース 

学校行事紹介コース 

体を動かそうコース 

 

 

 

 

 

 

何の情報を伝える資料なのか

をとらえる。 
資料の「タイトル」や「項目」を見

ると伝えたい情報がわかります。 

 

「特ちょうやよさ」からキーワードを探し、「自分の経験

や知識」も踏まえて「提案したいコース」を設定します。 

目的や意図に応じて書く事柄を収集し、整理する力を付ける 

「特ちょうやよさ」だけでなく、「【話し合い】の内容」の中にも提案したいコースに関連したキーワ

ードがあることに気付かせます。 

 

 

【鈴木】わたしは、「体を動かすコース」を提案します。（中略）おゆうぎ室より広い体育館で実際におにご

っこをしてみたり、学校の名物の池に行って、とびこし遊びをしてみたりするコースです。 

 

 

 

 

キーワードからコース

を分類する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手意識と目的意識

を明確にもつ。 

【話し合い】の中に、相手意識や目的意識をもつための鍵と

なる文があります。これは自分の理由付けにつながります。 

書き手は「相手意識」や「目的意識」をもって「始め」の理由部分を書き表しましょう。 

相
手
意
識 

目
的
意
識 

始め 
〈
考
え
た
コ
ー
ス
と
そ
の
理
由
〉 

私
は
、
新
一
年
生
を
案
内
す
る
コ
ー
ス
に
、

「
お
す
す
め
遊
び
コ
ー
ス
」
を
考
え
ま
し
た
。理

由
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に
も
同
じ
遊
具
が

あ
る
か
ら
で
す
。 

私
は
、
新
一
年
生
を
案
内
す
る
コ
ー
ス
に
、

「
お
す
す
め
遊
び
コ
ー
ス
」
を
考
え
ま
し
た
。理

由
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に
も
同
じ
遊
具
が

あ
り
、小
学
校
で
も
ど
ん
な
遊
び
が
で
き
る
か

分
か
っ
た
ら
不
安
が
な
く
な
っ
て
期
待
が
ふ
く

ら
む
と
思
う
か
ら
で
す
。 

「
な
ぜ
園
児
に
学
校
案
内
を
す
る
の

か
」
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
ね
。 

「
コ
ー
ス
を
考
え
た
理
由
」
に
な
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
な
…
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【意見文を書くときの型】 

 

 

 

 

 

 

「主張Ａ」 

↓ 

「根拠・理由付け」 

↓ 

「主張Ａ’」 

 

「根拠・理由付け」 

↓ 

「主張」 

段落を構成する力を付ける 

「中」の説明部分が長い場合は「双括型」にすると、「始

め」と「終わり」に主張を述べるため、一貫した論旨にな

ります。 

「中」の部分の段落を

工夫する。 

私
は
、新
一
年
生
を
案
内
す
る
コ
ー
ス
に
、「
○
○
コ
ー
ス
」
を
考
え

ま
し
た
。そ
れ
は
、□

□

だ
か
ら
で
す
。 

ま
ず
、△
△
に
行
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、
◇
◇
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。こ

の
と
き
の
注
意
点
は
☆
☆
で
す
。
【
注
意
点
】 

次
に
、△
△
に
行
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、◇
◇
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。…

…
す
る
と
◎
◎
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
知
識
】 

最
後
に
、△
△
に
行
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、◇
◇
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

私
も
…
…
し
た
こ
と
が
あ
り
◎
◎
で
し
た
。
【
経
験
】 

 

こ
の
よ
う
に
、○
○
す
る
こ
と
で
、小
学
校
に
来
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

① ② ③ ④ ⑤ 

②
～
④
の
中
で
、
自
分
の
知
識
や
経
験
に
基
づ
い
た
、「
や

る
こ
と
」
や
「
注
意
点
」
を
一
つ
以
上
入
れ
ま
す
。 

〈
考
え
た
コ
ー
ス
と
そ
の
理
由
〉 

〈
場
所
・
す
る
こ
と
・
注
意
点
〉 

〈
ま
と
め
（
意
見
や
考
え
）
〉 

始め 中 終わり 

双括型（そうかつがた） 
 

「主張」 

↓ 

「根拠・理由付け」 

頭括型（とうかつがた） 尾括型（びかつがた） 

書く前に、「すること」と「自分の提案したいコース」に整合性があるか、確認しましょう。 



 

 

 

 

 

＜例文１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例文２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説得力のある文章を書く力を付ける 

文章の比較を通して、読み手の

感じ方の違いをとらえる。 

 

次
に
子
ど
も
池
に
行
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
実
際

に
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
っ
て
み
ま
す
。
私
も
、
生
活
科
の

授
業
で
ス
ル
メ
を
糸
に
つ
け
て
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
っ
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
ザ
リ
ガ
ニ
が
ス
ル
メ
を
は
さ
み

で
つ
か
ん
だ
瞬
間
に
糸
を
引
き
、
見
事
に
釣
れ
た
と

き
に
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
体
験
し
て
も
ら
え
ば
、
小
学

校
の
学
習
が
楽
し
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

次
に
子
ど
も
池
に
行
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
実
際

に
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
っ
て
み
ま
す
。
こ
れ
を
体
験
し
て

も
ら
え
ば
、
小
学
校
の
学
習
が
楽
し
み
に
な
る
と
思

い
ま
す
。 

〈
自
分
の
経
験
〉 

「
～
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。」 

「
～
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。」 

 

な
ど
の
文
型
が
使
え
ま
す
ね
。 

 

次
に
音
楽
室
に
行
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
幼
稚
園

に
は
な
い
楽
器
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
実
際
に
音
を

出
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。
私
の
姉
は
音
楽
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
仮
入
部
の
時
、
今
ま
で
見

た
こ
と
も
な
か
っ
た
楽
器
に
さ
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、

き
れ
い
な
音
が
出
た
と
き
に
、
と
て
も
音
楽
に
興
味

を
も
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
ふ

れ
て
も
ら
う
こ
と
で
興
味
を
も
て
る
と
思
い
ま
す
。 

 

次
に
音
楽
室
に
行
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
幼
稚
園

に
は
な
い
楽
器
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
実
際
に
音
を

出
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に

ふ
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
興
味
を
も
て
る
と
思
い
ま

す
。 

〈
自
分
の
知
識
〉 

「
～
を
知
っ
て
い
ま
す
。
」 

「
～
と
聞
き
ま
し
た
。」 

 

な
ど
の
文
型
が
使
え
ま
す
ね
。 

左右どちらの文章に説得力があるかな？ 

知識や経験などの具体的な例を入れた文章と、入

れない文章を比較すると、その有効性をはっきりと

感じることができます。 

見たり聞いたりしたことも、自分の知識となり、

文章に入れることで説得力が増します。 

【知識・体験とは…】 
○自分が体験したこと 
○人から聞いたこと 
○図鑑で見たこと 
○インターネットで調

べたこと など 
が様々ありますね。 


